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国⽴⼤学・⾼専等の施設整備
⽬的

・国⽴⼤学・⾼専等施設の耐震対策及び防災機能強化、⽼朽改善、ライフライン更新
・⽼朽化対策と機能強化や省エネ化等の取組みの⼀体的整備等による教育研究基盤となるイノベーション拠点の整備 等

事業内容

令和4年度第2次補正予算額 582億円

国⽴⼤学・⾼専等施設における安全・安⼼な教育研究環境の整備、教育研究を⽀えるイノベーション拠点の強化等により、地域防災や地⽅創⽣等の
基盤づくりに貢献する。また、⽼朽化対策とあわせて2050年カーボンニュートラルに向けた脱炭素化を促進する。

落下の危険がある外壁

配管の腐⾷

⽼朽化した施設・ライフライン

⽼朽改善された施設

体育館をリノベーションしたコワーキング
スペース、スタートアップ創出拠点

研究者間の連携を促進する
最先端研究の拠点

⾼効率空調への更新

ライフラインの再⽣

⽼朽化対策・機能強化等による教育研究基盤の整備

事業イメージ

・災害発⽣時に学⽣・教職員等の⽣命を守り、教育研究活動を継続するため、安全・安⼼な教育研究環境を確保。
・⽤地取得不要で早期着⼿可能な事業が多く、地域の雇⽤を⽀える中⼩企業の受注が多いため、地域経済の活性化に貢献。

事業効果

創エネルギー設備の整備
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